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東
京
府
に
お
け
る
区
医
郡
医
に
つ
い
て
、
千
住
宿
区
医
、
南
足

立
郡
々
医
森
静
男
に
ま
つ
わ
る
事
項
よ
り
若
干
述
べ
る
。

明
治
七
年
八
月
、
医
制
が
発
布
さ
れ
、
明
治
九
年
九
月
、
東
京

府
で
は
各
小
区
当
番
制
を
設
け
た
が
不
備
で
あ
っ
た
た
め
改
め
、

済
伽
を
趣
旨
と
す
る
貧
民
の
治
療
と
種
痘
を
担
任
す
る
区
医
を
置

く
「
区
医
職
務
心
得
」
が
明
治
十
年
六
月
に
布
達
さ
れ
た
。
東
京

府
を
五
十
区
に
わ
け
て
区
医
出
張
所
を
設
け
、
東
京
府
本
病
院
、

お
よ
び
第
一
、
第
二
分
局
、
順
天
堂
、
区
医
十
七
名
が
分
担
し
た
。

同
時
に
千
住
新
宿
品
川
板
橋
の
四
宿
に
も
区
医
が
置
か
れ
、
千
住

宿
に
は
、
森
鴎
外
の
父
で
あ
る
森
静
男
が
任
命
さ
れ
た
。
他
の
三

宿
場
の
区
医
は
東
京
府
病
院
医
員
よ
り
選
任
さ
れ
た
が
、
森
静
男

の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

森
静
男
は
天
保
六
年
閨
七
月
二
十
日
周
防
国
植
松
村
（
現
防
府

詑
郡
医
と
鴎
外
の
父
、
森
静
男
に
つ
い
て

木
村
繁

市
）
大
庄
屋
吉
次
定
正
の
五
男
と
し
て
出
生
し
、
津
和
野
藩
々
医
森

綱
浄
に
師
事
し
、
請
わ
れ
て
森
家
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。
文
久
三

年
よ
り
三
年
間
西
洋
医
学
所
と
佐
倉
順
天
堂
に
遊
学
し
て
お
り
、

佐
藤
尚
中
や
松
本
順
ま
た
同
門
の
長
谷
川
泰
（
明
治
九
～
十
四
年
東

京
府
病
院
院
長
）
や
芳
賀
寛
（
板
橋
宿
区
医
）
な
ど
の
推
挙
も
考
え
ら

れ
る
。
地
区
の
開
業
医
師
集
会
幹
事
で
あ
り
、
ま
た
度
々
演
説
し

そ
の
一
端
は
後
に
「
仮
死
論
」
（
明
治
十
二
年
四
月
刊
）
と
し
て
出
版

す
る
な
ど
人
望
厚
か
つ
た
こ
と
も
関
連
あ
ろ
う
か
・
明
治
十
年
二

八
七
七
）
六
月
七
日
区
医
出
張
所
の
管
理
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
千
住
宿

北
組
三
十
番
地
横
尾
龍
助
宅
に
お
い
て
同
年
七
月
十
一
日
よ
り
診

療
開
始
、
十
一
年
十
一
月
区
医
と
な
り
月
給
二
十
円
。
向
島
小
梅

村
よ
り
人
力
車
で
通
勤
し
て
い
た
が
、
明
治
十
二
年
千
住
宿
が
南

足
立
郡
と
な
っ
た
際
、
六
月
十
一
日
初
代
郡
医
に
任
命
さ
れ
て
千

住
に
土
着
す
る
こ
と
と
な
り
、
郡
役
所
近
く
の
岡
田
紋
治
郎
の
家

を
借
り
、
千
住
宿
郡
医
診
療
所
を
兼
ね
た
橘
井
堂
医
院
（
千
住
北
組

十
七
番
地
、
現
足
立
都
税
事
務
所
構
内
、
敷
地
三
百
平
方
米
、
建
坪
百
四

十
平
方
米
）
を
七
月
一
日
に
開
業
し
た
。
郡
医
と
し
て
住
民
の
防

疫
、
種
痘
、
施
療
な
ど
の
任
務
に
あ
た
っ
た
。

こ
こ
で
同
診
療
所
の
診
療
規
模
の
一
端
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
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こ
の
四
宿
区
医
出
張
所
が
郡
医
に
引
き
継
が
れ
る
際
に
、
そ
の
設

備
一
切
が
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
東
京
都
公
文
書
館
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
千
住
宿
主
張
所
で
は
器
械
類
九
十
円
五
十
七
銭
五
厘
、
薬
局

器
械
七
十
二
円
四
十
八
銭
薬
品
十
三
円
十
銭
一
厘
、
雑
品
二
十
円

九
十
五
銭
二
厘
で
あ
っ
た
。
器
械
類
は
、
四
十
二
点
で
、
薬
篭
（
八

円
）
、
三
つ
折
サ
ッ
ク
（
器
械
二
十
三
品
入
り
十
円
）
、
膿
盆
、
抜
歯
器

二
具
三
本
入
り
五
円
）
、
検
眼
鏡
（
小
一
具
四
円
）
、
検
温
器
（
二
本

二
円
五
十
銭
）
、
皮
下
注
入
器
（
二
具
一
円
六
十
銭
）
、
聴
胸
器
（
二
本

六
十
銭
）
、
打
診
器
、
鼻
鏡
（
四
十
銭
）
、
検
耳
鏡
二
円
）
、
銀
製
欧

氏
管
（
二
本
六
十
銭
）
、
舌
押
え
（
二
箇
六
十
銭
）
咽
喉
鏡
（
十
円
五

十
銭
）
、
種
痘
器
三
円
五
十
銭
）
、
涜
腸
器
、
眼
洗
器
、
感
応
電
気
、

喉
頭
消
息
子
、
吸
角
、
蒸
気
吸
入
器
、
金
創
針
、
カ
テ
ー
テ
ル
、

海
綿
、
子
宮
ス
ポ
イ
ト
、
そ
の
他
。
薬
品
類
は
八
十
八
種
で
、
過

酸
滿
俺
加
里
、
乳
糖
、
純
精
酒
石
、
硫
酸
加
里
、
単
寧
酸
、
安
息

香
酸
、
塩
酸
、
棚
砂
精
、
硫
酸
、
甘
精
、
紅
葡
萄
丁
幾
、
芳
香
棚

砂
精
、
複
ラ
ー
ヘ
ル
精
、
榿
皮
丁
幾
、
肝
油
、
ヲ
レ
ー
フ
油
、
阿

片
丁
幾
、
ク
ロ
ラ
ル
ヒ
ト
ラ
ー
ト
他
。
薬
局
器
械
は
二
十
三
点
で

天
秤
二
組
六
円
八
十
銭
オ
ン
ス
壷
四
十
七
箇
十
二
円
そ
の
他
。
備

品
類
は
三
十
五
点
で
テ
ー
ブ
ル
、
並
椅
子
、
南
京
椅
子
、
印
函
そ

の
他
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
東
京
府
病
院
系
列
の
診
療
所
レ
ベ
ル
で

の
医
療
設
備
で
あ
る
が
、
と
く
に
演
者
の
所
属
す
る
耳
鼻
咽
喉
科

領
域
に
関
し
て
は
、
我
国
最
初
の
耳
科
喉
頭
科
専
門
医
と
な
っ
た

賀
古
鶴
所
が
日
赤
病
院
で
診
療
を
始
め
た
の
は
明
治
二
十
二
年
で

あ
っ
て
、
明
治
十
～
十
二
年
こ
ろ
の
い
ま
だ
専
門
技
術
が
普
及
し

て
い
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
耳
管
通
気
法
に

用
い
る
欧
氏
管
カ
テ
ー
テ
ル
や
、
咽
頭
鏡
光
源
装
置
が
常
備
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
と
考
え
る
。
明
治
十
一
年
刊
松
本

市
左
衛
門
の
医
療
器
械
図
譜
な
ど
と
比
較
し
た
。
薬
局
で
は
ク
ロ

ロ
ホ
ル
ム
が
常
備
さ
れ
て
い
る
。
鴎
外
の
小
説
「
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
」

に
父
に
代
わ
り
往
診
に
行
き
破
傷
風
痙
筆
に
「
ク
ロ
ラ
ア
ル
」
を

用
い
て
卓
効
の
あ
っ
た
症
例
を
述
べ
て
お
り
、
同
医
院
で
の
診
療

を
偲
ば
せ
る
。

（
木
村
耳
鼻
咽
喉
科
小
児
科
医
院
）


